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坊ガツル湿原の風景（写真提供：坊ガツル野焼き実行委員会）
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全国草原再生ネットワークでは、全国草原の里市

町村連絡協議会（全国草原の里自治体ネットワーク）

と協力して、全国に残る草原とその里に光を当て、

次世代へ受け継ぐため、「未来に残したい草原の里

100 選」の選定事業を行っています。 

これまでに 3 回の選定が行われて、全国で 53 箇

所の草原の里が選定されています。 

第 4 回目となる募集は、2024 年 10 月から 2025

年 1 月までの期間で行われ、全国から 4 件の応募が

ありました。運営委員による一次審査を経た後、

2025 年 4 月 10 日に、東京都内にある全国町村会館

を会場に、選考委員会が開催されました。選定希望

地から提出された応募資料などをもとに、選定の可

否などが議論されました。選考委員会の結論として、

応募のあった 4 箇所全てを「未来に残したい草原の

里 100選」として選定するという結論に至りました。

また、この数年は応募状況が芳しくないことから、

応募を促進するための方策についても協議されまし

た。 

その後、全国草原の里市町村連絡協議会の総会で

承認されて、第 4 回の選定地として 4 箇所の草原の

里が決定しました。 

これら全 4 回の選定を経て、草原の里の総数は全

国で 57 箇所となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

未来に残したい草原の里 100 選 選考委員会名簿（50 音順、2025 年 4 月 10 日時点） 

氏名 所属・職 

安藤 邦廣 筑波大学名誉教授、（一社）日本茅葺き文化協会代表理事 

河野 博子 ジャーナリスト、（一財）自然環境研究センター理事 

高橋 佳孝 （一社）全国草原再生ネットワーク代表理事 

長沢  裕 タレント、（公財）日本環境教育フォーラム理事 

中村 義明 全国草原の里市町村連絡協議会会長、小谷村長 

町田 怜子 東京農業大学教授 

湯本 貴和（委員長） 
京都⼤学名誉教授、京都芸術⼤学客員教授、公益財団法⼈⽇本モ

ンキーセンター所⻑ 

養老 孟司 東京大学名誉教授 

 「未来に残したい草原の里 100 選」第 4 回選定地域が決まりました 

選考委員会の様子 オンラインを併用して開催された 
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番号 草原の里名称 所在市町村 

1 
北 上 川

きたかみがわ
河 口 域

かこういき
のヨシ 原

はら
 

宮城県石巻市 

2 
池 ヶ 原

いけがはら
湿 原

しつげん
保 全

ほぜん
・

・
活 用

かつよう
協 議 会

きょうぎかい
 

福井県勝山市 

3 
山

やま
田 牧 場

だぼくじょう
 

長野県高山村 

4 
 神

かん
鍋

なべ
高 原

こうげん
 

兵庫県豊岡市 
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一般社団法人全国草原再生ネットワークの第 5 回

定時総会が、2025 年 6 月 23 日に島根県大田市内で

開催されました。今回も対面での総会は見送り、基

本的には書面での表決とし、数名の会員の出席のも

と開催されました。 

冒頭、現在の会員総数 57 名のうち、委任状、書

面表決、本人出席を含め、合計 37 名の出席となり、

総会が成立することが確認されました。 

主な議案は、2024 年度の事業報告および決算報告、

2025 年度の事業計画および予算でした。 

2024 年度の事業報告の中では、昨年 10 月に開催

された「全国草原サミット・シンポジウム 小谷大会」

への協力を行い、盛況のうちに終了したことが報告

されました。また、全国草原の里市町村連絡協議会

（全国草原の里自治体ネットワーク）と協力して実

施している「未来に残したい草原の里 100 選」に関

連した報告もありました。これまでに引き続き、新

たに加わった草原の里を紹介した冊子の発行、小谷

での草原サミットに合わせての認定書授与式などへ

の協力を行いました。 

2025 年度の事業計画では、基本的にはこれまでの

事業を継続し、充実させていくことが報告されまし

た。新しい事項としては、次回の全国草原サミット・

シンポジウムが、九州の九重町で来年秋に開催予定

となったことを受け、実行委員会へ参加し、支援を

行うこととしました。また、「未来に残したい草原の

里 100 選」に関連しては、昨年度選考された 4 箇所

の草原の里を紹介する冊子の発行、第 5 回の募集な

どを行う予定です。 

いずれの議案に対しても全員の賛成が得られ、す

べて可決されました。 

なお、総会の詳細については、総会に先立ち送付

しました資料一式、総会後にメールで送付する総会

議事録をご覧頂ければと思います。 

 

 

 

 

「未来に残したい日本の草原 2024」の発行 

 

「未来に残したい草原の里 100 選」に 2024 年

に選定された草原を紹介するための書籍が発刊

されました。発刊のためのクラウドファンディン

グにご協力下さったみなさまにはお礼申し上げ

ます。 

本書籍には、2024 年に選定された草原の里の

紹介のほか、選考委員である養老孟司氏のインタ

ビュー、火入れの安全性やあか牛についての紹介

など、さまざまな記事も載っています。 

一般向けの販売も行っていますので、ぜひお求

めください。

 

 

 ネットワークの総会が開催されました 
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令和 8 年に開催される「第 15 回全国草原サミッ

ト・シンポジウム in ここのえ」の取り組みが今年

度よりスタートしました。第 1 回実行委員会が 5 月

21 日、第 2 回実行委員会が 6 月 27 日に開催され、

第 2 回目の実行委員会では、大会方針が決定し、ス

ローガンは「未来へつなぐ 野焼き文化と草原のめ

ぐみ」に決まりました。 

九重町では草原を守るための野焼きが行われてい

ますが、それを未来つなげていくためには、後継者

不足や高齢化、野焼きの安全管理など様々な課題を

抱えています。また、草原は、従来は牛の放牧や茅

葺き屋根の材料として利用されていましたが、現在

では利用されなくなり、草原と人々の距離が遠くな

ってしまったと言えます。 

このような課題から、「第 15 回全国草原サミッ

ト・シンポジウム in ここのえ」では、九重町の草

原の魅力を全国へ発信するとともに、１．野焼きの

安全管理について考える ２．草原の価値と野焼き

の重要性について町民の理解を深める ３．草原の

植生や生物多様性の保全につなげる ４．新たな草

原の価値を見出し活用について考える といった方

針のもと開催したいと考えています。 

「野焼き文化と草原のめぐみ」を未来へつなぐた

めには、地域の方々の力が必要不可欠です。草原は、

私たちの生活とは関係ないと思っている方も多いと

思いますが、実は人は、草原からさまざまな恵みを

受けていて、草原と人々の暮らしはつながっている

ということを再認識するような大会としたいです。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全国草原サミット・シンポジウムの進捗状況（帆足ちひろ：大分県九重町） 

 第 15 回全国草原サミット・シンポジウム in ここのえ 

第 15 回全国草原サミット・シンポジウム 

in ここのえ」のロゴ 

野焼きの様子 
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森林塾青水の活動拠点上ノ原「入会の森」は、群

馬県みなかみ町藤原地区の北東部。谷川岳や朝日岳、

武尊山などの名山に囲まれた標高 1,050m～1,220m

に位置する約 21ha（ススキ草原 11ha とミズナラ林

10ha）の町有地で、かつては入会地でした。 

2003 年より、みなかみ町から借り受け、茅場や薪

炭林の再生と活用、草原や森林の保全とフットパス

や森林セラピー・環境教育など、さまざまな地域再

生・活性化の活動に取り組んでいます。合言葉は「飲

水思源（水を飲んだらその源を思うべし）」、森林、

里山の恵みに感謝する心を大切に、地元の方と利根

川流域市民、関連する行政が一体となり、『流域コモ

ンズ』を築くことを目指しています。 

1997 年、（財）サンワみどり基金で、みなかみ町

藤原の国有林 18ha「水源の森事業」に携わっていた

初代塾長清水英毅氏が、その森を活用するべく町の

木工家初代塾頭広川義直氏と、立ち上げたのが森林

塾青水です。 

2002 年、当時水上町役場の建設農林課職員木村伸

介氏から、サンワの森以外の町有地利用の提案があ

りました。清水さんが出した条件「落葉広葉樹の森

で、利根川の源流の一滴でもいいから流れているこ

と」に該当したのが上ノ原です。それから 20 数年。

関わって下さった皆様へ感謝をこめて、野焼き復活

20 年目の節目 2025 年 4 月 26 日～27 日に「森林塾

青水 20 周年記念式典と上ノ原の野焼き」を開催い

たしました。 

 

＜4月 26 日＞ 

【野焼き事前作業】 

上ノ原の野焼きは、茅場 11ha を 3 分割して 3 年

周期で焼いています。積雪量の多かった今冬、4 月

下旬でも上ノ原は、まだ雪に覆われていました。予

定日に野焼きができるのか心配していましたが、3

日前、地元組による除雪機が入り、雪間の野焼きが

できるまで雪解けが進んでいました。久し振りの雪

間の野焼きです。 

午前 10 時に上ノ原に集合。防火帯をしっかり作

ることは、安全な野焼きにするための鉄則です。参

加者は、スコップ隊とレーキ隊に分かれて作業しま

す。刈り払いはせず、スコップ隊が、燃焼エリアに

島状に残っている雪を、防火帯の雪の解けている箇

所に運び、雪の防火帯を作りました。レーキ隊は、

夏に刈り払った防火帯の可燃物除去と、雪の重みで

地面にへばりつき湿っている枯草を、毛羽立たせて

燃焼率を上げる作業をしました。これで予定地の2/3

は焼けそうです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【野焼き講習会】 

安全講習として、広場右の細長いエリアを、初代

塾長清水氏と二代目草野洋氏による点火にて焼きま

した。狭い帯状のエリアを丁寧にゆっくり焼くこと

で、隣接した広範囲を安全に焼くことが出来ると教

えて下さったのは、当塾きっての野焼き師増井太樹

氏（公益財団法人阿蘇グリーンストック）。焼け跡は、

明日広場を焼く時の防火帯となります。一瞬で現場

の状況を見極めた技が光りました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上ノ原入会の森 森林塾青水 20 周年式典と野焼き（藤岡 和子：森林塾青水）

 各地からの報告 

雪の防火帯づくり 

点火式 
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【20 周年式典＝みなかみ高原ホテル 200＝】 

三代目塾長北山郁人氏の挨拶で開会宣言。来賓挨

拶は、みなかみ町教育長田村義和氏。参加者にお配

りした記念本に込めた思いのひとつは、『次世代を担

う若い人に活動を知ってもらうこと』。この日、みな

かみ町教育長の手にも渡りました。記念本は、群馬

県内の高校・中学校の学校図書館、公立図書館に寄

贈します。 

 

＝報告会＝ 

まず「20 年の振り返り」を副塾長藤岡和子が、20

年の写真を投影してお伝えしました。次に「上ノ原

の植物調査報告」を茨城県霞ヶ浦環境科学センター

小幡和男氏。調査の目的は、1965 年から止まってい

た野焼きが復活して 20年目の区切りになる 2024年

夏、現時点での上ノ原ススキ草原の自然を詳細に把

握するために行われたものです。配布された資料と

写真を照らし合わせながら、分かりやすく報告して

頂きました。 

 

＝記念講演＝ 

「流域コモンズという先見の知」をテーマに、国

立環境研究所気候変動適応センター副センター長西

廣淳氏が登壇しました。昨今、相次ぐ山火事に世間

がざわつき、野焼きを否定する声も出ています。西

廣氏は語ります。「火は、災いと恵みをもたらすと神

話にもあり、使い方を知っていれば恵となります。

野焼きが必要なくなることはない。これから益々必

要となる時代になっていくと感じています」。上ノ原

の野焼きは、昔からワラビ採りの頃起こる野ん火（の

んび=山火事）を防ぐ役割も担うといわれてきまし

た。（※記念本：林好一さん記事より） 

開塾より流域コモンズを掲げてきた当塾。その活

動と照らし合わせ、ジャワ原人からネイチャーポジ

ティブまでの自然と人類が歩んだ歴史を語って下さ

いました。 

 

＝シンポジウム＝ 

テーマ：上ノ原の未来に向けて 

コーディネーター： 

・笹岡達男氏（青水顧問／全国草原再生ネットワー

ク理事） 

パネリスト： 

・朱宮丈晴氏（日本自然保護協会生物多様性保全部

チームリーダー） 

・町田守俊氏（町田工業社長／当塾が借り受ける前

から上ノ原の茅を刈っていた） 

・北山郁人氏（森林塾青水 3 代目塾長） 

 

議論要約 

①茅を刈り燃やしていくことの意義の発信する 

②入会地の持つ多様な機能を広く発信する 

③茅や薪、炭以外の製品化（端材で小物・お茶・ア

ロマオイルなど）を図る 

④文化としての利用の活性面と衰退面、自然保護と

しての活性面と衰退面を見出だしていく 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

西廣氏による記念講演 

小幡氏による調査報告 会場の様子 
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各々専門分野の視点から、上ノ原の未来に何が求

められているか意見が交わされ、多方面から見据え

た上ノ原を、式典に集った皆様と共有することがで

きました。今後の活動に活かしていきたいと思いま

す。 

 

＝感謝状授与式＝ 

創始より、ご指導頂いてきました地元藤原の古老

林親男さんと、雲越萬枝さんに、上ノ原の樹木で製

作した盾を贈呈致しました。その後、参列者は、乾

杯の発声と共に食事をしながら親交を深めていきま

した。会場に来られなかった萬枝さんには、翌日歴

代塾長が揃ってご自宅を訪問。野焼きの報告と共に

感謝盾をお渡し致しました。 

 

＜4月 27 日＞ 

【山の口開け神事】 

青水では大切にしている慣例です。 古老林好一さ

んの教え「我々の目の前の山々すべてが御神体山で

す。藤原には数えきれないくらいの十二様があちこ

ちに祀られています。山仕事で山に入る前には、必

ず十二様にお参りしてきました」。東日本大震災で野

焼きが中止になった年も、山の口開けは、忘れずに

執り行ってきました。  

今年も、十二様に一年の入会仕事の無事を祈願し

ます。御幣、紙垂、供物など神事の準備が整うと、

塾長北山さんが祝詞を奏上。続けて楽の奉納は、ア

フリカスス族の、地の神に感謝し自然と共に生きる

歌をうたいました。祝詞、唄、柏手が上ノ原に響き

渡り、直会を交わすことで、自然とそこに集いし人々

がひとつとなりました。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【野焼き】 

快晴の朝、地元の消防団が到着しました。野焼き

の指揮は、数年ぶりに増井さんがとります。増井さ

んから説明を受け、火付け隊、ジェットシューター

隊、レーキ隊を配備していよいよ縞焼き開始。 

 

数本の枯れ草に火を点ける 

点から線となり面となる炎 

炎は風を生み 熱風が肌を刺す 

生まれた風が炎を押し 

立ち込める煙は上昇気流にのって天に昇る 

炎もさることながら 

煙も末黒野も圧巻の景色を創りだす 

 

予定地はすべて末黒野となりました。今年の野焼

きは、小幡氏による上ノ原の植物の報告、西廣氏に

よる流域コモンズと火の文化の講演、茅場を一緒に

守ってきた町田工業社長の思いをと、草原に思いを

馳せたお話を聞いた直後です。野焼きは、火の文化

が培ってきた生態系なのだと、作業をしながら実感

することができました。季節仕事は一度逃すと 365

日後です。伝承し継続する大切さをひしひし感じま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

野焼きの様子 

山の口開けでの祝詞 火入れの様子 

着火の様子 
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これから急速な気候変動にどう立ち向かっていく

か。ひとりひとりが出来ることを考えながら暮らし

ていく時代になりました。森林塾青水は、ススキの

生育を楽しみに、今年度も入会仕事を行っていきま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『茅風 Breeze from the field of thach-grass 森林塾青水の 20 年』が刊行されました。 

ご興味いただいた方には、1 冊 2500 円（税込み・

送料別途）でお渡しできます。氏名・部数・送り先

を明記の上、下記の何れかの方法で、森林塾青水事

務局までお申込み下さい。記念誌に請求書・支払方

法の案内を同封の上、お送り致します。尚、送料は

実費のご負担をいただきます。

 

メール：jimukyoku@commonf.net 

 ファックス：044-543-8898（青水事務局長 稲方） 

 郵 送：〒379-1721 群馬県利根郡みなかみ町藤原 3862-1 北山方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

野焼き後の末黒野とヤマザクラ 野焼き後の集合写真 
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坊ガツル湿原について 

 坊ガツル湿原は、大分県の西部に位置し、九重火

山群の山頂と山麓湧水地に形成された標高 1,230m

～1,270m に広がる中間湿原である。湿原は冷涼で

多雨な自然環境と合わせて、人の手による野焼き活

動などによって今の状態を維持している。 

 また、多様な地質と地形を反映した植生分布が見

られ、ヨシやヌマガヤ、ススキなどを優占種とする

草原の周辺部には、ノリウツギ低木林、堆石土の露

出部にはクロマツ群落などが見られる。その他にも、

ノハナショウブやサワギキョウ、環境省の絶滅危惧

種Ⅱ類に分類され「絶滅の危険が拡大している」と

される「コウライトモエソウ」が自生している。湿

原では、コゲラやシジュウカラ、ヤマガラ、セッカ

及びホオアカなどの鳥類を観察することができ、鳥

類以外にも、イノシシ、ノウサギ及びキツネなど草

原ならではの多様な動物が生息しており、積雪の時

期はそれら動物の足跡が多く観察される。 

現在は、観光資源としてその広大な土地を活用し

たキャンプ場として利用され、標高の高い秘境のキ

ャンプ場として人気がある。また、湿原を見下ろす

位置に登山・信仰の中心のひとつである「法華院温

泉山荘」があり、登山客から「聖地」としてたたえ

られている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

くじゅう坊ガツル湿原 （黒仁田 瑞洋：坊ガツル野焼き実行委員会 

 （事務局 公益財団法人九電みらい財団）） 

坊ガツルキャンプ場 ホオアカ 

コウライトモエソウ 法華院温泉山荘 

坊ガツル湿原の風景 
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坊ガツル湿原の環境保全活動について 

1999 年、九州電力㈱が、地元の方々、地元団体、

地元自治体及び環境省を始めとした国の機関と調整

を重ねて「坊ガツル野焼き実行委員会」を発足。ま

た、2016 年からは、九州電力㈱が設立した「公益財

団法人九電みらい財団」が同実行委員会の事務局を

継承し、野焼き活動や湿原固有の希少植物保護活動

など、湿原の環境保全に取り組んでいる。具体的に

は、8 月に防火帯を作る作業「輪地切り」にて、野

焼きを行う周辺の草を刈払機にて刈り、9 月に「輪

地切り」で刈った草を集めて焼き払う「輪地焼き」

にて、防火帯部分に新芽が出ないようにする。3 月

の「本焼き」にて湿原全体を焼き払う事で湿原は漆

黒の絨毯となる。 

また、7 月には湿原固有の植物を保護するため、

生態系に被害を及ばすおそれのある外来種植物の駆

除活動を実施している。さらに、湿原に立入る登山

客へのマナー遵守呼びかけのリーフレット作成・配

賦並びに外来種の種子持ち込みを抑制する種子除去

マットを登山口入口に設置するなど、幅広い取り組

みを実施している。 

これらの活動の成果もあり、2005 年に国際的に重

要な湿地を保全する「ラムサール条約」の第 9 回締

約国会議において、「くじゅう坊ガツル・タデ原湿原」

が重要な湿地のひとつとして登録されており、また、

2024 年に「未来に残したい草原の里 100 選」に選

定されている。 

将来的な課題である野焼き活動の次世代の担い手

不足を解消すべく「野焼きリーダー養成研修」を開

催し、講義、実技及び野焼き活動時での実習を実施

している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

野焼き活動（輪地切り） 

希少植物の保護活動 

野焼き後の坊ガツル湿原 野焼き活動（本焼き） 

野焼き活動（輪地焼き） 
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7/9 夏のササ刈り（場所：兵庫県神戸市 東お多福山、

連絡先：東お多福山草原保全・再生研究会） 

7/12-13 防火帯の刈払いと歩道整備（場所：群馬県

みなかみ町、連絡先：森林塾青水） 

7/15 訪花昆虫調査（場所：山梨県山梨市牧丘町乙女

高原、連絡先：乙女高原ファンクラブ） 

7/19 夏のボランティアガイド①（7/20,26,27、場

所：山梨県山梨市牧丘町乙女高原、連絡先：乙女

高原ファンクラブ） 

7/19 夏休み前の遊歩道の草刈り（場所：山梨県山梨

市牧丘町乙女高原、連絡先：乙女高原ファンクラ

ブ） 

7/19-20 東祖谷かやぶきの里茅葺きと茅刈りのワー

クショップ（夏季プログラム）（場所：徳島県三

好市、連絡先：一般社団法人日本茅葺き文化協会） 

7/20 乙女高原のチョウ研修会（場所：山梨県山梨市

牧丘町乙女高原、連絡先：乙女高原ファンクラブ） 

7/20 夏のボランティアガイド（場所：山梨県山梨市

牧丘町乙女高原、連絡先：乙女高原ファンクラブ）

7/26, 7/27, 8/2, 8/3 も開催 

7/27 くじゅうの生きもの観察会（場所：大分県玖珠

郡九重町、連絡先：九重ふるさと自然学校）8/24, 

9/28 も開催 

7/27 野焼き支援ボランティア初心者研修会（場所：

熊本県阿蘇市 阿蘇草原保全活動センター草原学

習館、連絡先：公益財団法人阿蘇グリーンストッ

ク） 

8/2 乙女高原自然観察交流会⑤ マルハナバチ調べ

隊 2（場所：山梨県山梨市牧丘町乙女高原、連絡

先：乙女高原ファンクラブ） 

8/3 刈払機安全講習会（場所：熊本県阿蘇市 農村公

園あびか北側駐車場、連絡先：公益財団法人阿蘇

グリーンストック）8/10, 8/16 も開催 

8/23 霧ヶ谷湿原：夜の昆虫観察会（場所：広島県山

県郡北広島町千町原、連絡先：西中国山地自然史

研究会） 

9/6 乙女高原自然観察交流会⑥ マルハナバチ調べ

隊 3（場所：山梨県山梨市牧丘町乙女高原、連絡

先：乙女高原ファンクラブ） 

9/6 草原の鳴く虫観察会（場所：岡山県真庭市、連

絡先：津黒いきものふれあいの里） 

9/21 深入山の植物観察会（場所：広島県山県郡北広

島町千町原、連絡先：西中国山地自然史研究会） 

9/24 東お多福山秋の植生調査及び外構の笹刈り（場

所：兵庫県神戸市 東お多福山、連絡先：東お多

福山草原保全・再生研究会） 

8/31 千町原の植物観察会（場所：広島県山県郡北広

島町千町原、連絡先：西中国山地自然史研究会） 

10/4-5 ミズナラ林の間伐と遊歩道整備（場所：群馬

県みなかみ町、連絡先：森林塾青水） 

10/4 自然観察交流会⑦ （場所：山梨県山梨市牧丘

町乙女高原、連絡先：乙女高原ファンクラブ） 

 

※予定が変更になる場合があります。上記以外の情

報もホームページで随時公開しています。 

 

 

 

 

 草原をめぐる動き（2025 年 7 月～2025 年 10 月） 
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本年 5 月、本法人・全国草原再生ネットワークの

理事である田中健太さん（筑波大学准教授）が、山

岳行動中の不慮の事故によりご逝去されました。謹

んで哀悼の意を表するとともに、ご遺族の皆様に心

よりお悔やみ申し上げます。 

田中さんは、理事に就任以来、本法人の運営に多

大なご尽力を賜り、活動の発展に大きく貢献されま

した。草原保全の「エヴィデンス（科学的根拠）」の

明確化、古く貴重なデータや論文、統計資料の整理

と保存、広報手法の構築など、多面的な観点から本

法人の方向性に助言と示唆をいただきました。また、

2023 年に開催した総会では、遠路はるばる島根県大

田市までお越しいただき、翌日には三瓶山の草原調

査にも足を運ばれました。その際、「実は、西日本の

草原は初めて訪れた。ネザサ優占の興味深い植生で、

今後は他の西日本の草原も見てみたい」と嬉しそう

に話されていたことが、今も印象深く心に残ってい

ます。 

近年においては、環境省の大型共同研究プロジェ

クトの研究代表として、日本の草原に関する重要な

知見を次々に明らかにされました。歴史ある草原が

豊かな生態機能をもつこと、そして古い半自然草原

の保全優先度が他の生態系・植生を凌ぐことを定量

的に分析し、それらを全国スケールで可視化（地図

化）するという挑戦にも取り組まれました。また、

防災や土壌菌類・細菌の経済的価値など、多様な評

価軸を重ね合わせた新たな施策の方向性を示され、

日本の草原の価値を国民全体に広く理解してもらう

ための礎を築かれました。これらの業績は今後、共

同研究者や後進の手によって論文などを通じて受け

継がれていくことでしょう。 

加えて、本年 2 月に発足した「NPO 法人信州草

原再生」の代表者として、研究者としてのみならず、

実践的な保全活動家としても地域社会に貢献されて

いたことが特筆されます。信州をはじめとする各地

草原再生活動に携わり、地域と科学をつなぐ媒介者

として、田中さんは今後ますますご活躍されるもの

と信じておりました。今後は、その志を受け継いだ

NPO の仲間たちが、しっかりとその意志をつなぎ、

活動を継続していってくれることを願っています。 

私ども全国草原再生ネットワークは、田中さんが

草原保全にそそがれた情熱と意志、残された学術

的・実践的遺産を尊重し、それを礎として、今後の

草原保全の科学的推進と社会的実装に向け一層尽力

する所存です。会員の皆様におかれましては、今後

も変わらぬご支援・ご鞭撻を賜りますよう、お願い

を申しあげます。 

最後に、改めて田中さんのご功績に深く敬意を表

するとともに、謹んでご冥福をお祈り申しあげます。 

 

合掌 
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【編集後記】次回の全国草原サミット・シンポジウムの実行委員会が開かれ、準備が始まりました。会場

になる地域には、本号で紹介頂いた坊ガツル湿原など、野焼きや火入れにより大切に守られている草

原が残る場所があります。 
 前回の長野県小谷村でのサミット・シンポジウムは、つい先日のことのようです。その小谷村のサミ

ット・シンポジウムについて本ニュースレターで報告をした際には、本ネットワークの理事でもある

田中健太さん、田中さんの学生さんたちに原稿執筆でご尽力を頂きました。本当に残念ではあります

が、謹んでご冥福をお祈り申し上げます。 

田中健太さんを偲んで （全国草原再生ネットワーク） 


